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相模湾初島沖海底生物群集の堆積物

コア間隙水の化学組成

増 沢 敏 行･I　 半 田 暘 彦 ゛1

1986年６月の潜水閃査船〔しんかい2000」の第227洛航で，相模湾初鳥沖の

水深H70m に位 置するシロウリガ イ（ＣａｌｙｐｌＱｇｅｎａ ｓＧ如･ａｔ） の群集（34 °59.

9'N.  139 ‘J3.6  ' E) の内 部と外 邸で堆桔物コアを探取 した。 群集内のコア

くD 227- 】20 ； 全 長９ｃｍ）は ，全層主として照色の粗砂であった。 群築外の

コアCD  227  -202  ; 全 長22cm ）は ，表層 Ｏ－２ｃｍ は オリーブ色 の泥墨，そ

の下2  ― 9 cm は 黒 色の粗砂層 ，その下9  ―22cm は 暗 オリーブ色の泥屬であ っ

た。この２本のコ ア試料から，海底温度条件 下で泗過遠心分離により間藤水を分

離 し，主 及び少量成分の化学分析を行･ 。た。群集内 の海底面上５ｃｍ 及び150  cm

で採 取した直上底墨水につい ても同 様に分析を行うた。

コア202では。間隙水の硫酸イオン/濃度が深さとともに減少し，アルカリ度と

ΣＮＨ, 濃 度が増加してい た。硫化水乗が 。９ｃｍ 以深 の屑に存在した。これらの

結果は ，このコアにおい て続成逞程での硫破還元がおこってい ることを示してい

る。一方 コア120 では 塩素狃が深 さとともに減少してい た。 このことは 。シロウ

リガ イ群集内での低塩分皿の水の湧山 の可能性を示唆 してい る。
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During  Dive  #227  of  the submersible  SHINKAI  2000,  sediment  corcs

were  collected  from  the  inside and  the outside  of  a giant c＼&m(Cal)ptQgs>ia

soyoae)  colony  at a  water  depth  of  1,170  m  off Hatsusliima  Island, Sagami

Bay  (34°59.9'N.  139RI3.6'E).  A  core (Core  D227-120:  9 cm  long) from  the

inside  of  the colony  was  mostly  composed  of  very coarse  black sand. A core

(Core  D227-202:  22  cm  long)  located outside  the colony  was  composed  of

an  olivish mud  layci from  0 to 2 cm,  a very coarse black sand  layer from  2 to

9  cm,  and  a dark  olivjsh mud  layer  from  9 to  22  cm.  Pore  waters were  sepa≫

rated  from  the  two  sediment  core  samples  by  filtration-centrifugatlon at

bottom  water  temperature  and  analyzed  for  major  and  minor  chemical

constituents.  Overlying  bottom  waters  collected at 5 and  150  cm  above  the

sediment-water  Interface witliin the colony  were  also analyzed.
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In  Core  202,  sulfate concentration  decreased  and  alkalinity and  ZNH4

concentration  increased  with  increasing depth.  Hydrogen  sulfide was
 present

below  9 cm. These  results indicate that diagene  tic sulfate reduction  is proceed-

ing  in Core  202,  On  the other  hand,  chlorinity decreased  appreciably  with

increasing  depth  in  Core  120.  Tliis suggests  the possibility that  low
≫salinity

water  is supplied within the colony.

1. は じ め に

1984 年 か ら1985 年| こ か け て ， 相 模 湾 初 島 沖 の 水

深1.1００～】,200mの陸側斜面下部で，シロウリ

ガイ（Ｃａｊｙl)ｌｏｇｅｎａ ｓｏｙｏａｅ）の高密度群集が潜

水 調 査 船 「 し ん か い2000 」 の 調 査 に よ り 発 見 さ れ

た （ 橋 本 他.  1986)  こ の 深 梅 生 物 群 集 は
． 中 央

海 嶺 の 深 両 熱 水 噴 気 孔 周 辺 の 深 海 生 物 群 集 と は 別

|こ ，198j1 年 以 後 オ レ ゴ ン 沖 やKAIKO  n 計 画 で の

日 本 海 溝 や 南 海 ト ラ フ な ど で 発 見 さ れ は じ め た プ

レ ー ト の 沈 み 込 み 帯 で の 深 海 生 物 群 集 と し て ， そ

の エ ネ ル ギ ー 源 や テ ク ト ニ ク ス と の 関 係 に 関 心 が

よ せ ら れ て い る ．

本 研 究 は ， 初 島 沖 の シ ロ ウ リ ガ イ 生 物 群 集 の 地

球 化 学 的 条 件 を 明 ら か に す ぺ く ． 想 定 さ れ て い る

よ う な 深 部 か ら の ｀ 水I ’の 湧 出 を 堆 積 物 の 岡 隙 水

の 化 学 組 成 か ら 検 証 す る こ と を 目 的 と し た ． 本 研

究は．’相模湾初鳥沖「シ・ウリガイ群集」総合

調 査 ’（ 太 田.  1986) の 一 環 と し て お こ な わ れ た
．

2. 試料 と方法

1986 年 ６月におこなわれた ｒしんかい2000J に

よ る初島 沖シロ ウリガ イ群集調 在のうち， ６月７

日 の第２２７潜航（オブザーバ， 半田 ；潜水船船昆

井田；潜航士。桜井）で，南北約30m ，東 西約200

m 以 上sこわたって 分布 する初 鳥沖 シロウりガイ群

集のうちでは 最大規頓の群築（34 ’59.9 ″Ｎ，139 °

13-6'E; 水深1.170m ）の内部 とその外 部sこ設 定

した参照点 とで， 「しんかい2000 」のマニ ピュレ

ータ1ごより コアを 採取 した。今回そ のうち， 群襲

内の コアＤ２２７－１２０（ 全身9  cm  )と群集外のコ

アＤ２２７－２０２（ 全長22  cm  )とを研究試料とした。

コア試料は 「なつ しま」|こ回 収後， 窒素を渣し

た無 菌箱中で｜ ～２ｃｍ 厚に 分割して テ フロ ン製

ij 過遠心 セル;こ移 し， 水浴で 冷却後冷却遠心器lと

より梅底Ｓ度条件下で，0.45．ｍＨＡフィルタによ

１００

る鈩i過遠心分離により間隙水を分離した。この間

隙水はさらに0.45 μｍ 孔径のカラムガードで鈩過し

つつ シリンジに移入し，それぞ れの保存処理をし

て，抽出後の堆積物試料とともに冷蔵して研究室

に６ちかえった。また，第227潜航では，東京大

学海洋研究所海洋無機化学部門Sこより作製された

吸引置換式採水装盾を用い，群築内の海底上5  cm

および1  5 0cm の直上底屑水の採取を行ったが，こ

の底層水試料も間隙水試料とと もに分析を行った。

間隙水の化学分析は. CI- とSOS" はイオング マ

トグラフィ。 アルカリ度は電位差滴定法，ΣNH ≪

とSi02 は吸光光度法，Ｎａ゛,Ｋ゛,Mg2 ゛,Ｃａ气 Ｍr?’

は原子吸光法Sこよった（増沢，1986 ）ΣＨＩＳは，

酢酸亜鉛溶液で硫化亜鉛として固定して研究室に

もちかえり，メチレンブルー吸光光度法Sこより定

量した。

群災内のコア１２０は，全雇主として黒色の粗砂

暦で，硫化水素臭はなかった。

群集外のコア202 は，表0  - 2cm にオリーブ色

でふわふわの泥層，2 －９Ｃｍ にコア120 によく似

た黒色の粗砂屑。また9  -22cm に暗オリーブ色の

泥鵈があり， ９ｃｍ以深，特に15cm 以深で硫化水

素臭が強かった。

3. 桔果と考察

図1に群集内のコア１２０の，また図21と群集外

の二jア202 の間隙水の組成の鉛直分布を示す。図

1には海底上５ｃｍおよび150cmの。また図２に

は １５０ｃｍの直上底層水の編成も示してある。

群集外の コア202（図 ２）では，間隙水の塩素量

は直上底層水の値4こ近く鉛直|こほぽ一定である。

闘隙水のマンガン濃度は表層で最も高く深さとと

もlこ急徽lこ減少し，堆積物の極表層でのＭｎ０２遍

元を 示している。また，Ｓ０１-濃度は原さとともに

顕著に減少しアルカリ度とΣＮＨ．濃度が顕著に増
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加している。さらにコア下部では ΣＨ２Ｓ が最高

0. 31μｍｏ】ｇ“l の濃度で存在する。続成過程での

硫酸還元の際用いられる還元剤として，有機態炭

素と メタンが想定されている(Ｋｕlmetal,1986) 。

両者の反応の化学量論的関 係は，

図 １ 相模湾初鳥沖シロウリガ４群集内の堆納物コフD227 －120の間陌水の化学

組成の鉛直分布． ＋：塩素垠で規格化したＳＯＩ一濃度.

Vertical profiles ｏr pore waier composition ｏｆ ＣｏＩ･e D 227 － 1 20

collected from the inside of a giant c】am colony off Halsushima

Island, Sagami Ｂａy.
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と表現できる。還元剤としての有機態炭素とメタ

ンとのちがいは，酸化分解1こよる炭酸物質の生成

に. NHs の生成が伴うか否かである。図３の左側

に，コア202 の間隙水中のSO!" の濃度と。アルカ

リ度および ΣＮＨ，濃度との関係を示す。図 ３から

わかるように，コフ202 においては.SOI 一濃度の

減少がアルカリ度およびΣＮＨ４濃度の増加とともに

起っている。このことは，このコアで進行中の硫

酸還元が，通常の有機態炭素の酸化によっている

ことを示している。

一方群集内のコア１２０（図１）では，塩素蛩，

Nａ゙ , Mg'-,  Ca2* ともSこ。たかだか9cm の深さ

の間でコアの深さとともに減少傾向を示す。特に

塩素橙は。０－１､５ｃｍで, 19.2 ‰が，7.5 －9

cm 層では18.2%, に減少し，これは前者の94％に

相当し。大変大きな低下ということができる。

sor 濃度も深さとともに減少しているが塩素蛩

で規格化する（図 一Ｉ Ｂの 十印）と最下層でや

や低下傾向を示す。図３の右Sこコア１２０の間隙水

における，塩素最で規格化したsol" 濃度と，アル

カリ度およびΣＮＨ４濃度との関係を示す。

コア１２０では，これらの化学種の変化はあまり

明瞭ではない。間隊水のSiOj 濃度は，直上底層水

が0.14 μｍ０１ｇ’1であるのに対し, 3cm以深で0.64

xxｍｄｇ ‾lまで増加しているが，この鉛直プロファ

イルと濃度は，これまで 報告されている梅底堆積

物の間隙水に比べ，特に高いというわけではない。

このように， シロウリガイ群集の粗砂からなる

堆積物のたかだか９ｃｍまでの深さで，塩素量に代

表される主要成分の低下が認められた。このよう

な低下は群築外のコア（ 全長22cm) では認められ

なかった。このことはコア１２０では,海水より低

塩分鉦の水の下部からの供給の可能性を示してい

る。



図２　相模湾初島沖シロウリガ４群集外の堆鵝物コア D 227-202の

間 隙水の 化学組成の 鉛直分布.

Vertical profiles of pore ｗａter compoition of Ｃｏｒe D227 －

202  collected  from  the outside  of a  giant  clam  colony  off

Ｈａｌｓｕshima 】sland, Sagami  Bay.

4. ま と め

以上の結果，シロ ウリガイ群築外のコア２０１で

は， ２－９ｃｍ嘔に群集内のコ了に似た黒色の柤砂

釐を狭んでいるにもかかわらず，有機態炭素を還

元剤とする絖成過程での硫酸還元か進行中であり，

コア下部には硫化水素も存在した。 群集内のコア

１２０では，全盾黒色の粗砂よりなるが, 9cm とい

う短いコアであるに もかかわらず，塩衆蚤に代表

される主要成分の低下が認められ，下廊からの低

塩分111の水の供給の可能性を示した。今後，今回

示された低増分水の供給，黒色の粗砂擶の三次元

的分布とシロウリガイ群集との関係の調査が重要

な課題と考えられる。そのためには，粗砂溜での

少くもｌｍ程度のコア採取法の開発と。それによ

るこのシロウリガイ群集を礇断するコアの採取お

】０２

よび間隙水組成の横断 面での 鉛直分布を明らかに

することが有効な方法と考えられる。
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図３　シロウリガイ群衆外のコアD227－202（左）と群集内のコア

D227-I20  (右 ）の1111隙 水IIIのSOJ- 濃 度 と ア ル カり度 および

ΣＮＨ ，濃 度 との 関 係．コフ１２０の 価は 塩 素111で 塊 格化 してあ

る.

Ａlkalinity and ΣＮＨ，ｃｏｌ丶ｃｃｎｌrａｌｉｏｎ vs.sulfate conccni-

ration  in pure ｗalel･ｓ ｏｆ ＣｏreD227 －202 （lcrt ）alld Core

D227 －120 （（ighl ）co 】lectcd fl･um the o ｕlｓi＆ ａｎｄthe

inside,  respectively,  of ａ ｇｉａｎt clam co  Ion j off Hatsushima

Island,  Saga  mi Bay.  Concentrations f01･ Core 120 are

normalized t ｏ respective chlorinity.
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１０４

･’j:CIL I　！ しんかい2000）01第２２７潜航で相模原湾初島沖シロウリガイ群集

の内部（コア227-120：右）およびおよぴ外部コアID227一202：左

から採取された唯積物コ了．

JAMSTECTR ｃＥＥＰｓＥＡ RESEARCH　 ｉ-ぐ

Sodimcm  c≪;;os collects I'rom the inskic (C<≫v 0227-

]20;nKbl)  and the ouisi<1c (Core 0 227-702  left)  of a

u＼<mi c!hji: colony ofl < Imsnshuna bland.Salami Bay.

dunny On-c =227 ;>f the iubm<?rsi;>;c "Shnkai 2000.
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